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カ
ル
ト
信
者

の
救
出

1

統

一
教
会
脱
会
者
の

「安
住
し
え
な
い
境
地
」

渡

邊

太

〈
要
旨
〉

一
九

七
〇
年
代

か
ら
発
農

し
た

カ
ル
ト
宗
教

は
、
外
部
社
会
と

の
あ

い
だ

に
高

い
緊

張
を
生

じ
た
。
と
り

わ
け
、
信
者

の
家
族

が
カ
ル
ト
と
激

し
く
対
立
す

る
。
何

人
か

の

心
理
学
者

や
精
神
科
医

は
、
洗

脳
や

マ
イ

ン
ド

・
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
に
よ

っ
て
若
者
を

騙

し
て
入
信

さ
せ

て
い
る
と
し

て
カ
ル
ト
を
批
判
す

る
。
子
ど
も
を

カ

ル
ト

に
奪
わ
れ
た

家
族

は
、
騙
さ
れ

て

い
る
子
ど
も
を
助
け
出
し

て
や
ら
な
け

れ
ば

な
ら
な

い
と
考
え

る
。

カ
ル
ト
信
者

の
救
出

に
は
、

デ
ィ
プ

ロ
グ

ラ
ミ

ン
グ
や
救
出

カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
と

い

っ

た
方
法

が
も
ち

い
ら
れ

る
。

元
信
者
た
ち

は
、
脱
会
後

に
様

ざ
ま
な

心
理
的
苦
悩

や

コ
ミ

ュ
ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン
の
困

難

に
直

面
す

る
。
脱
会
者

の
苦
悩
は

、
自

己

の
存
在

の
根

本
的
な
安
定

性
が
失

わ
れ
る

こ
と

に
よ

る
。
本
稿

は

、
統

一
教
会

信
者

の
救

出
活

動
を
事

例
と

し

て
、
こ

の
ポ

ス

ト

・
カ

ル
ト
問
題

と
救
出

カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
の

コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン

・
パ
タ
ー

ン
と

の
関
連
を
あ
き
ら
か

に
す
る
。

救
出

カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ

で
は
、

R

・
D

・
レ
イ
ン
が
指
摘
す

る
よ
う

な
、
人
を

「安

住
し
え

な

い
境

地
」

に
置
く

コ
ミ

ュ
ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

・
パ
タ

ー
ン
が
繰
り

返
さ
れ

る
。

そ

の
結

果
、
脱
会
者
は
自
己

の
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
に

つ

い
て
の
確
か
な
感
覚

を
得

る

こ
と
が
で
き

な
く
な

る
の
で
あ
る
。

カ

ル
ト
信
者

を
救

出
す
る
方
法
は

、
初

期

の
強
制
的

な
や
り
方
か

ら
、
家
族

の
愛

に

よ
る
救
出
を
強

調
す
る
、
よ
り
穏

や
か
な
方
法

へ
と
移

行
し

て
き

た
。

だ
が
、
家

族

の

密
接
な
結
び

つ
き

は
、
人
を

「安
住

し
え

な

い
境
地
」

に
置
く

コ
ミ

ュ
ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
生
み
出
し

や
す

い
。
そ

の
こ
と
が

、
ポ

ス
ト

・
カ
ル
ト
問
題

の
解
決

を
困
難

に
し
て

い
る
。

キ

ー
ワ
ー
ド

救
出
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ

ポ

ス
ト

・
カ
ル
ト
問
題

統

一
教
会

安
住
し
え

な
い
境
地

R

・
D

・
レ
イ

ン

カル ト信者の救 出225



1

は
じ

め
に

子
ど
も
を
カ
ル
ト
教
団
に
奪
わ
れ
た
親
や
家
族
が
、
救
出
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と

呼
ば
れ
る
脱
洗
脳

・
脱

マ
イ
ン
ド

・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
専
門
家
の
協
力
を
得
て

子
ど
も
を
カ
ル
ト
か
ら
脱
会
さ
せ
る
救
出
活
動
は
、
日
本
で
は

一
九
七
〇
年
代

か
ら
お
こ
な
わ
れ
て
き
た
。
近
年
、

カ
ル
ト
宗
教
現
象
が
社
会
的
関
心
を
集
め

て
い
る
が
、
カ
ル
ト
信
者
の
救
出
活
動
も
ま
す
ま
す
活
発
に
な

っ
て
い
る
。

カ
ル
ト
と
は
、
主
と
し
て
欧
米
諸
国
で

一
九
七
〇
年
代
に
出
現
し
た
新
宗
教

を
指
す
。
宗
教
社
会
学
的
に
は
、
外
部
の
環
境
と
相
対
的
に
高
い
緊
張
状
態
に

あ
る
、
既
存

の
宗
教
伝
統
の
枠
内
に
と
ど
ま

っ
て
い
な
い
新
し
い
宗
教
組
織
と

定
義
さ
れ
る

[ω
β
蒔

鋤巳

肆

ヨ
ぴ
&

Φ含
Φ
し
⑩
。。
旬
N
罵

O
]
。
こ
れ
に
危
険
、
異

端
、
洗
脳
、
マ
イ
ン
ド

・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と
い
っ
た
否
定
的
イ
メ
ー
ジ
を
加
え

　
　

　

た
も

の
が
、

一
般
に
思
い
浮
か
べ
ら
れ
る
カ
ル
ト
像
と
い
え
る
。
日
本
で
も
、

一
連
の
オ
ウ
ム
真
理
教
事
件
を
き

っ
か
け
と
し
て
、
カ
ル
ト
と
い
う
言
葉
が
広

く

一
般
の
人
び
と
に
知
ら
れ
る
よ
う

に
な

っ
た
。
代
表
的
な
カ
ル
ト
と
さ
れ
て

い
る
の
は
、
オ
ウ
ム
真
理
教
、
世
界
基
督
教
統

一
神
霊
協
会

(統

一
教
会
)、
も

の
み
の
塔
聖
書
冊
子
協
会

(
エ
ホ
バ
の
証
人
)
な
ど
で
あ
る
。

子
ど
も
の
カ
ル
ト
入
信
は
、
家
族

に
と

っ
て
危
機
と
感
じ
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、

カ
ル
ト
信
者
の
親
た
ち
は
、
救
出
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
依
頼
し
て
子
ど
も
を
救
出

し
よ
う
と
す
る
。
救
出
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
れ
ば
、
救
出
は
単
に
子
ど
も
を
脱

会
さ
せ
る
だ
け
で
は
な
く
、
「家
族

の
絆
の
回
復
」

[田
口
、
一
〇露
二

一〇]
に
も

な
る
と

い
う
。

子
ど
も
が
脱
会
す
れ
ば
そ
れ
で
も
う
家
族
は
安
心
す
る
が
、
脱
会
者
本
人
は

脱
会
後
に
様
ざ
ま
な
問
題
に
直
面
す
る
。
カ
ル
ト
元
信
者
の
多
く
は
、
罪
の
意

識
や
喪
失
感
と
い
っ
た
心
理
的
苦
悩
、
対
人
関
係
の
困
難
、
家
族
と
の
葛
藤
に

悩
ま
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
ポ
ス
ト

・
カ
ル
ト
問
題
は
、

マ
イ
ン
ド

・
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
の
後
遺
症
と
説
明
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る

F
穹
。q
o
⇒
Φ
"一〇
㊤。。]。
し
か
し
、
多
く

の
研
究
者
が
マ
イ
ン
ド

・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
理
論
の
妥
当
性
に
疑
問
を
提
出
し
て

い
る
。
マ
イ
ン
ド

・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
理
論
家
の
主
張
の
根
底
に
は
、
真
面
目
な

若
者
が
い
か
が
わ
し
い
カ
ル
ト
に
入
る
の
は
、
騙
さ
れ
て
マ
イ
ン
ド

・
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
さ
れ
て
い
る
か
ら
に
違
い
な
い
と
い
う
先
入
見
に
基
づ
く
価
値
判
断
が

あ
る
。

マ
イ
ン
ド

・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
、
「他
者
が
個
人
の

『意
思
決
定
過
程

(号
o
邑
○
づ
-§
p置
轟

只
o
oΦ
ωω)
」
に
微
妙
に
影
響
を
お
よ
ぼ
す
こ
と
」
[西
田
、

一㊤
O
G月
"
零
]
と
定
義
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
我
わ
れ
が
日
常
的
に
お
こ
な
う
相
互

行
為
と
変
わ
ら
な
い
。
カ
ル
ト
の
信
仰
だ
け
を

マ
イ
ン
ド

・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と

し
て
批
判
す
る
明
確
な
基
準
は
示
さ
れ
て
い
な

い
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
マ

イ
ン
ド

・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
概
念
に
よ
っ
て
、
す
べ
て
を
説
明
し
よ
う
と
す
る
の

へ
　

ヒ

は
無
理
が
あ
る
。

日
本
で
は
、
統

一
教
会
信
者
に
対
す
る
救
出
活
動
が
も

っ
と
も
大
規
模
に
お

こ
な
わ
れ
て
い
る
。
統

一
教
会
は
、

一
九
五
四
年
に
韓
国
で
文
鮮
明
に
よ
っ
て

　
ヨ

　

創
設
さ
れ
た
キ
リ
ス
ト
教
系
の
新
宗
教
で
あ
る
。
日
本
で
の
布
教
は

一
九
五
八

年
に
始
ま
る
。

一
九
六
〇
年
代
に
は
、
「親
泣
か
せ
原
理
運
動
」

(朝
日
新
聞
、

夕
刊
、

一
九
亠ハ七
年
七
月
七
日
)
と
し
て
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
勧
誘
が
社
会

問
題
と
な

っ
た
。
さ
ら
に
、
日
本
共
産
党
と

の
対
立
や
多
く
の
被
害
者
を
生
ん

だ
霊
感
商
法
、
有
名
人
が
参
加
し
た
国
際
合
同
結
婚
式

(祝
福
)
と
そ
の
後
の

226



脱
会
騒
動
な
ど
で
話
題
に
な

っ
て
い
る
。
統

一
教
会
に
対
す
る
反
対
運
動
は
早

く
か
ら
組
織
さ
れ
て
い
て
、
「原
理
運
動
被
害
者
父
母
の
会
」
「原
理
運
動
を
憂

慮
す
る
会
」
と
い
っ
た
世
俗
的
組
織

の
活
動
と
主
流
派
の
キ
リ
ス
ト
教
に
よ
る

宗
教
的
な
反
対
運
動
と
が
あ
る
。

主
流
派
の
キ
リ
ス
ト
教
は
、
統

一
教
会

の
教
え
で
あ
る

「原
理
」
の
聖
書
解

釈
を
異
端
的
と
し
て
批
判
す
る
。
神
学
的
に
は
複
雑
な
議
論
に
な
る
が
、
そ
の

要
点
だ
け
を
簡
単
に
ま
と
め
る
と
、
イ
エ
ス
の
十
字
架
上
の
死
と
復
活
に
よ
る

救
い
を
認
め
な

い
こ
と
と
、
文
鮮
明
を
再
臨
の
メ
シ
ヤ
と
す
る
こ
と
の
二
点
に

お
い
て
、
統

一
教
会
は
キ
リ
ス
ト
教

の
範
疇
を
逸
脱
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

イ
エ
ス
の
救

い
を
認
め
な

い
に
も
か
か
わ
ら
ず
キ
リ
ス
ト
教
を
名
乗
る
統

一
教

　ぎ

会
に
対
し
て
、
主
流
派
の
キ
リ
ス
ト
教
は
強

い
反
感
を
も

つ
。
い
く
つ
か
の
キ

リ
ス
ト
教
会
は
、
統

一
教
会
信
者
の
救
出
活
動
に
積
極
的
に
関
与
し
て
い
る
。

聖
書
に
つ
い
て
の
誤

っ
た
知
識
を
伝
え
る
統

一
教
会
か
ら
信
者
を
救
い
出
す
こ

と
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
つ
と
め
と
考

え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

本
稿
は
、
統

一
教
会
信
者
救
出
活

動
の
事
例
調
査
の
検
討
を
と
お
し
て
、
カ

ル
ト
脱
会
後
の
苦
悩
が
救
出
方
法
の
洗
練
の
結
果
と
し
て
生
じ
た
こ
と
を
あ
き

ら
か
に
す
る
。
そ
の
際
、
救
出
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン

・
パ
タ
ー
ン
と
ポ
ス
ト

・
カ
ル
ト
問
題
の
関
連
が
議
論
の
焦
点
に
な
る
。

2

カ
ル
ト
信
者
救
出
活
動
の
歴
史

英
語
の
o
皀
叶は
ラ
テ
ン
語
の
o巳
ε
ω
に
由
来
す
る
。
原
義
は
儀
礼
や
崇
拝
で

あ
る
が
、
ア
メ
リ
カ
で
は

一
般
的
に
、
伝
統
的
な
キ
リ
ス
ト
教
と
は
違
う
異
端

の
新

興
宗

教

と

い
う

否

定

的

な

意

味

で
カ

ル
ト

と

い
う

言

葉

が

使

わ

れ

る
。

こ

う

し

た
否

定
的

な

カ

ル
ト

評

価

に
は

、

反

カ

ル
ト

運

動

に

よ

る

カ

ル
ト

批

判

キ

ャ
ン

ペ
ー

ン
が

大
き

く
影

響

し

て

い
る

。

反

カ

ル

ト
運

動

は

、

子

ど
も

を

カ

ル

ト

に
奪

わ

れ

た
親

た

ち

の
草

の
根

運

動

と

し

て
始

ま

っ
た

。

子

ど

も

が

チ

ル
ド

レ

ン

・
オ

ブ

・
ゴ

ッ
ド

に

入

信

し

た
親

た
ち

に
よ

っ
て

一
九

七

二
年

に
結

成

さ
れ

た

「
即
国
国
O
O
O

(写

Φ
Φ
○
霞

ω
o
⇒
ω

9
&

0
9
⊆
oq
耳

奠
ω
坤
o
ヨ

普

①
O
『
ま

お
コ

o
h
Ω
o
匹
○
お
餌
三
N
讐
同o
⇒
)

が

最

初

の

反

カ

ル

ト

団
体

で

あ

る

。

閃
菊
国
国
O
O
O

は

一
九

七

四
年

に

O
「
勾

(
Ω

冖
冒
Φ
づ
ω

閃
お
①
瓢
o
ヨ

「
o
⊆
づ
量

け
δ
ロ
)

に
発

展

し

、

一
九

七

〇
年

代

半

ば

ま

で

に
同

じ
よ

う

な

グ

ル
ー

プ

が

つ
ぎ

つ
ぎ

と

結

成

さ

れ

、

全

国

的

な

ネ

ッ
ト

ワ

ー

ク
を

形

成

し

た

。

一
九

八

○

年

代

に

設

立

さ

れ

た

〉
閃
勾

(
〉
ヨ

奠

8
曽
⇒

勾
9
邑

牙

国
o
篝

α
9
け
δ
づ
)

や
O
>
乞

(○
巳
け
〉
≦
霞

Φ
づ
Φ
ω
ω
乞
Φ
薯

o
蒔

鬥
O
「
勾
か

ら

改
称

)

　
ら

　

は
、
全
国
的
な
反
カ
ル
ト
運
動
組
織
で
あ
る
。

反
カ
ル
ト
運
動
の
主
要
な
目
的
は
、
子
ど
も
た
ち
を
カ
ル
ト
か
ら
救

い
出
す

こ
と
で
あ
る
。
親
や
家
族
は
、
子
ど
も
が
自
分
か
ら
カ
ル
ト
に
入

っ
た
の
で
は

な
く
、
洗
脳
や

マ
イ
ン
ド

・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
よ
っ
て
騙
さ
れ
て
入
信
さ
せ
ら

れ
た
の
だ
と
考
え
る
。
カ
ル
ト
に
批
判
的
な
立
場
の
心
理
学
者
や
精
神
科
医
が

提
唱
す
る
洗
脳
理
論
や
マ
イ
ン
ド

・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
理
論
は
、
こ
の
見
方
を
裏

づ
け
る
。
若
者

の
カ
ル
ト
入
信
は
、
本
人
の
意
志
に
よ
る
の
で
は
な
く
、
教
団

の
心
理
操
作
の
結
果
と
見
な
さ
れ
る
。

一
九
七
〇
年
代
に
は
、
デ
イ
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
と
呼
ば
れ
る
救
出
方
法
が
盛

ん
に
お
こ
な
わ
れ
た
。
デ
イ
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
と
は
、
カ
ル
ト
に
よ

っ
て
信
者

に
植
え

つ
け
ら
れ
た
思
考
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
解
除
す
る
と

い
う
意
味
で
あ
る
。
職

カル ト信者の救出227



業
的
デ
イ
プ

ロ
グ
ラ
マ
ー
た
ち
は
、
多
額
の
報
酬
と
引
替
え
に
カ
ル
ト
信
者
を

脱
会
さ
せ
た
。

デ
ィ
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
創
始
者

テ
ッ
ド

・
バ
ト
リ

ッ
ク
の
方
法
は
、
子
ど

も
を
強
引
に
カ
ル
ト
か
ら
引
き
離
す

も
の
で
あ
る
。
.家
に
帰

っ
て
き
た
と
き
、

あ
る
い
は
白
昼
の
路
上
で
、
カ
ル
ト
信
者
は
デ
ィ
プ

ロ
グ
ラ
マ
ー
に
捕
ら
え
ら

れ
力
ず
く
で
車
に
押
し
込
め
ら
れ
て
、
あ
ら
か
じ
め
用
意
さ
れ
た
モ
ー
テ
ル
や

地
下
室
に
閉
じ
込
め
ら
れ
る
。
ド
ア
に
は
鍵
が
か
け
ら
れ
、
窓
は
釘
付
け
さ
れ

て
い
る
。
そ
こ
で
デ
ィ
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
や
元
信
者
た
ち
か
ら
罵
倒
さ
れ
嘲
笑
さ

れ
て
、
カ
ル
ト
を
脱
会
す
る
よ
う
に
脅
さ
れ
る
。
信
者
が
眠
り
か
け
る
と
ベ
ッ

ド
を
蹴

っ
た
り
体
を
揺
さ
ぶ
っ
て
起

こ
す
。
脅
迫
の
よ
う
な
説
得
が
延

々
と

つ

づ
け
ら
れ
る
。

こ
う
し
た
方
法
は
高

い
リ
ス
ク
を
と
も
な
う
。
デ
ィ
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
か
ら

脱
出
し
た
カ
ル
ト
信
者
た
ち
は
、
教
団
の
支
援
を
受
け
て
デ
イ
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー

を
訴
え
た
。
裁
判
で
は
、
多
く
の
有

名
デ
ィ
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
に
有
罪
判
決
が
下

　
　

　

さ
れ
て
い
る
。
ロ
ー
マ

・
カ
ト
リ
ッ
ク
や
バ
プ
テ
ス
ト
、
政
治
運
動
、
同
性
愛

者
な
ど
の
様
ざ
ま
な
グ
ル
ー
プ
を
タ
…
ゲ
ッ
ト
に
し
た
こ
と
も
、
デ
ィ
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
が

い
か
が
わ
し
い
も

の
で
あ
る
と

い
う
印
象
を
与
え
た
。
信
教
の
自

由
を
脅
か
す
デ
イ
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
評
判
は
し
だ

い
に
悪
く
な
り
、
や
が
て

反
カ
ル
ト
運
動
組
織
内
部
で
も
暴
力
的
な
や
り
方
に
対
す
る
反
省
の
声
が
あ
が

る
。
C
F
F
は
、

一
九
八

一
年
に
、
デ
イ
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
や
め
て
救
出
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
支
持
す
る
と

い
う
公
式
声
明
を
発
表
し
た
。
反
カ
ル
ト
運
動

は
、
職
業
的
デ
イ
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
と

の
関
係
を
断

つ
一
方
で
、
精
神
科
医
や
心

理
学
者
ら
専
門
家

の
関
与
を
深
め
て
い
く
こ
と
で
、
運
動
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の

精
緻
化
に
向
か

っ
た
。

一
種

の
し
ろ
う
と
療
法
と
も

い
え
る
デ
イ
プ

ロ
グ
ラ
ミ
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ン
グ
に
代
わ

っ
て
、
心
理
学
の
専
門
知
識
に
基
づ
く
救
出
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
が
、

推
奨
さ
れ
る
救
出
方
法
と
な

っ
た
。
デ
ィ
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
か
ら
救
出
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ

へ
の
移
行
に
つ
い
て
、
A

・
シ
ュ
ウ
プ
と
D

・
プ
ロ
ム
リ
ー
は
、

つ

ぎ
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。
「強
制
的
デ
ィ
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
に
と
も
な
う
増

大
し
つ
つ
あ
る
法
的
リ
ス
ク
と
強
制
的
で
な
い
テ
ク

ニ
ッ
ク
の
発
見
が
、
デ
ィ

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
自
発
的
な

「救
出
カ
ヴ
ン
セ
リ
ン
グ
』
と
名
づ
け
ら
れ
た

今
日
の
実
践
へ
と
移
行
さ
せ
た
」
[ω
置
巷
Φ
雪

α
しd
「
o巨

Φざ
一㊤
り擬

。。
冒

救
出
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
に
は
、
臨
床
心
理
学
の
知
見
が
応
用
さ
れ
て
い
る
。

カ
ル
ト
信
者
の
状
態
を
表
現
す
る
た
め
に
使
わ
れ
る
言
葉
は
、
か
つ
て
の

「ゾ

ン
ビ
」
や

「洗
脳
さ
れ
た
ロ
ボ

ッ
ト
」
か
ら
、
マ
心
的
外
傷
後
ス
ト
レ
ス
症
候
群
」

や

「解
離
状
態
」
と

い
っ
た
専
門
用
語
に
変
わ

っ
た

[丶ぴ
達
"
一b。
冒

ま
た
、
何
人

か
の
救
出
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
は
、
カ
ル
ト
の
勧
誘
方
法
に
つ
い
て
、

一
九
五
〇
年

代
に
中
国
共
産
党
の
強
制
収
容
所
で
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
洗
脳
よ
り
も
高
度
な

技
術
で
あ
る

マ
イ
ン
ド

・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
使
わ
れ
て
い
る
と
主
張
し
た
。
洗

脳
よ
り
も
巧
妙
な
マ
イ

ン
ド

・
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
を
解
く
た
め
に
は
、
心
理
学
的

知
識
に
基
づ
く
救
出
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
が
必
要
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

日
本
で
も
ア
メ
リ
カ
と
ほ
ぼ
同
時
期
か
ら
救
出
活
動
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。

日
本
で
独
自
に
始
め
ら
れ
た
も
の
で
、
は
じ
め
の
頃
は
精
神
病
院
に
強
制
入
院

さ
せ
る
方
法
が
も
ち

い
ら
れ
て
い
た
が
、
ア
メ
リ
カ
と
同
様
に
、
し
だ

い
に
穏

健
な
方
法

へ
と
移

っ
て
い
っ
た
。
と
く
に
、
ア
メ
リ
カ
で
活
躍
す
る
救
出
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
の
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン

・
ハ
ッ
サ
ン
の
著
書

『
マ
イ
ン
ド

・
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
の
恐
怖
」
の
翻
訳

(
一
九
九
三
年
、
恒
友
出
版
)
が
出
版
さ
れ
た
頃
か
ら
、



カ
ル
ト
概
念
や
マ
イ
ン
ド

・
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
理
論
、
救
出
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の

技
法
が
輸
入
さ
れ
始
め
る
。

ア
メ
リ
カ
と
日
本
の
救
出
活
動
の
大
き
な
違

い
は
、
ア
メ
リ
カ
で
は
専
門
的

訓
練
を
受
け
た
臨
床
心
理
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
関
与
す
る
の
に
対
し
て
、
日
本
で

は
主
と
し
て
キ
リ
ス
ト
教
の
牧
師
が
救
出
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
お
こ
な
う
点
に

　
マ

ビ

あ
る
。
日
本
基
督
教
団
は
、

一
九
八
七
年
に

「統

}
原
理
問
題
連
絡
会
」
を
設

置
し
、
各
地
の
教
区
事
務
所
や
教
会
を
窓
口
と
し
て
、
統

㎜
教
会
問
題
に
関
す

る
相
談
を
受
け
付
け
て
い
る
。
他

の
キ
リ
ス
ト
教
会
で
も
、
教
会
単
位
で
救
出

活
動
に
積
極
的
に
か
か
わ
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

救
出
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
お
こ
な
う
牧
師
に
よ
れ
ば
、

マ
イ
ン
ド

・
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
を
解
く
た
め
に
は
、
子
ど
も

を
統

一
教
会
か
ら
物
理
的
に
隔
離
し
て

「保
護
」
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
。
「保
護
」
は
、
け
っ
し
て
監
禁
で
は
な
く

て
、
信
者
に
自
分
の
頭
で
考
え
ら
れ
る
環
境
を
作

っ
て
あ
げ
る
た
め
の
ひ
と
つ

の
手
段
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
以
前
は
自
宅
で
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
が
、
自
宅

だ
と
仲
間
の
統

一
教
会
員
が
や
っ
て
き
て
、
家
を
取
り
囲
ん
で
声
援
を
送

っ
て

説
得
を
妨
害
す
る
の
で
、
自
宅
で
の

「保
護
」
は
お
こ
な
わ
れ
な
く
な

っ
た
。

ホ
テ
ル
や
ア
パ
ー
ト
も
利
用
さ
れ
た
が
、
現
在
で
は
マ
ン
シ
ョ
ン
の

一
室
を
借

り
て

「保
護
」
す
る
の
が

一
般
的
に
な

っ
て
い
る
。
「保
護
」
の
場
で
説
得
を
繰

り
返
し
、
信
仰
が
間
違

い
だ

っ
た
と
納
得
さ
せ
た
・?
え
で
脱
会
さ
せ
る
。

「保
護
」

に
よ
る
救
出
は
、
ア
メ
リ
カ
の
救
出
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
技
法
と

一
致
す
る
。
『
マ
イ
ン
ド

・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
恐
怖
」
の
訳
者
浅
見
定
雄
は
、
こ

の
本
の
翻
訳
を
請
け
負

っ
た
理
由
と
し
て
、
「私
が
過
去
二
〇
年
以
上
の
試
行
錯

誤
で
次
第
に
た
ど
り
つ
い
た

「説
得
』
、
の
方
法
が
、
こ
の
著
者
の
い
う

「強
制

的

で
な

い
救
出
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
」
と
あ
ま
り
に
似

て
い
た
か
ら

で
あ
る
」

田
霧
ωP
P
お
c。c。
11
一㊤
⑩ω
口
ω
①O
]
と
あ
と
が
き
に
書

い
て
い
る
。

救
出
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
で
は
、
家
族
の
愛
情
に
よ
る
救
出
が
強
調
さ
れ
る
。

精
神
病
院
に
強
制
入
院
さ
せ
る
よ
う
な
方
法
に
は
愛
情
が
感
じ
ら
れ
な
い
。
「保

護
」
は
、
親
の
責
任
と
愛
情

の
証
し
で
あ
る
。
強
制
入
院
か
ら

「保
護
」

へ
と

い
う
救
出
方
法
の
変
化
は
、
こ
の
よ
う
な
救
出
活
動
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
i
変
化
と

並
行
し
て
い
る
。
単
に
子
ど
も
を
カ
ル
ト
か
ら
奪
回
す
る
の
で
は
な
く
、
子
ど

も
本
人
を
最
大
限
尊
重
し
て
親
の
愛
情
に
よ

っ
て
救
出
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
。
日
本
で
も
ア
メ
リ
カ
で
も
、
カ
ル
ト
信
者
の
救
出
は
、
強
制
的

・
暴
力
的

な
や
り
方
か
ら
、
家
族

の
愛
と
カ
ル
ト
信
者
本
人
の
意
志
を
尊
重
す
る
方
法

へ

と
洗
練
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

3

統

[
教
会
信
者
救
出
活
動
の
事
例

統

一
教
会
信
者
の
救
出
活
動
は
、
主
流
派
の
キ
リ
ス
ト
教
を
中
心
に
全
国
的

に
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。
各
教
会
間
で
協
力
し
あ
う
こ
と
も
あ
り
、
極
端
に
過

激
な
方
法
を
と
る

一
部
の
牧
師
を
除
け
ば
、
家
族
の
愛
を
重
視
す
る
救
出
方
法

　
さ

　

が
定
着
し
て
い
る
。

一
般
に
、
統

一
教
会
は
あ
ま
り
評
判
が
よ
く
な
い
。
だ
か
ら
、
子
ど
も
が
統

一
教
会
に
入
信
し
た
家
族
は
、
子
ど
も
が
騙
さ
れ
て
悪
い
こ
と
を
や
ら
さ
れ
て

い
る
の
で
は
な
い
か
と
心
配
す
る
。
け
れ
ど
も
、
そ
う
し
て
牧
師
の
と
こ
ろ
に

相
談
に
来
る
家
族
の
多
く
は
、
実
際
に
は
統

一
教
会
に
つ
い
て
ほ
と
ん
ど
何
も

知
ら
な

い
。
そ
こ
で
、
牧
師
は
ま
ず
統

一
教
会

の
教
え
や
マ
イ
ン
ド

・
コ
ン
ト

カル ト信者の救 出229



　
　

ぱ

ロ
ー
ル
の
実
態
に
つ
い
て
勉
強
す
る
よ
う
指
導
す
る
。
牧
師
に
よ
れ
ば
、
子
ど

も
を
救
出
す
る
た
め
に
は
、

マ
イ
ン
ド

・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
て
い
る
と
き
の

心
理
状
態
を
家
族
全
員
が
正
確
に
把
握
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
。
親
や

家
族
が
真
剣
に
取
り
組
ん
で
勉
強
す
る
こ
と
で
、
蚊
出
が
可
能
に
な
る
。

家
族
は
、
子
ど
も
が
悪

い
子
だ
か

ら
統

一
教
会
に
入

っ
た
の
で
は
な
い
と
い

う
こ
と
を
十
分
に
理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
N
牧
師
は
、
「統

一
教
会
に
入

る
子
は
み
な
よ

い
子
だ

っ
た
」
と

い
う
。
ふ
つ
う

の
よ
い
子
が
あ
る
日
突
然
、

霊
感
商
法
の
よ
う
な
犯
罪
活
動
に
荷
担
す
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
マ
イ
ン
ド

・

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
て
い
る
せ

い
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
救
出
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

の
ガ
イ
ド
ブ

ッ
ク
に
も
、
「
そ
の
カ
ル
ト
に
入
る
ま
で
は
、
普
通
の
若
者
だ

っ
た
、

そ
の
若
者
た
ち
が
、
悪

い
こ
と
を
良

い
こ
と
だ
と
信
じ
て
実
行
す
る
よ
う
に
な

る
。
こ
う
い
う
劇
的
変
化
を
起
こ
す

た
め
に
は
、
ど
う
し
て
も

マ
イ
ン
ド

・
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
が
必
要
な

の
で
す
」
[浅
見
、
一㊤Φ
S
b。
置
]
と
記
さ
れ
て
い
る
。

子
ど
も
た
ち
を
助
け
る
た
め
に
は
、
旦
ハ体
的
な
技
術
や
知
識
も
大
事
だ
が
、

そ
れ
よ
り
も
救
出
に
取
り
組
む
家
族

の
心
構
え
の
方
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
牧

師
は
強
調
す
る
。
K
牧
師
は

「家
族

に
は
心
に
つ
い
て
よ
く
考
え

て
も
ら
う
。

心
が
ど
の
よ
う
に
動
か
さ
れ
る
か
を
知
ら
な
け
れ
ば
統

一
教
会
と
対
決
で
き
な

い
」
と

い
う
。
具
体
的
な
救
出
の
仕
方
は
す
ぐ
に
は
教
え
な
い
。
「最
初
に
教
え

る
と
、
す
ぐ
に
や

っ
ち
ゃ
う
か
ら
駄
目
」
と
い
う
。
知
識
に
頼
る
の
で
は
な
く
、

愛
情
に
よ

っ
て
救
出
す
る
こ
と
が
大
事
で
あ
る
。

子
ど
も
を
救
出
す
る
た
め
に
は
、
子
ど
も
が
統

一
教
会
に
入
っ
た
理
由
を
知

る
必
要
が
あ
る
。
救
出
活
動
で
は
、
家
族
関
係
に
問
題
が
あ

っ
た
か
ら
子
ど
も

が
統

一
教
会
に
入
る
と

い
わ
れ
て
い
る
。
N
牧
師
は
、
「悩
み
事
が
あ

っ
て
も
家

族
に
相
談
で
き
な
い
し
、
た
と
え
相
談
し
た
と
し
て
も
家
族
は
そ
れ
に
対
し
て
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真
剣
に
答
え
て
や
る
こ
と
を
し
な
い
。
こ
ん
な
家
族
関
係
で
は
統

一
教
会
の
情

的
な

つ
な
が
り
に
惹
か
れ
る
の
は
無
理
も
な
い
」
と

い
う
。
K
牧
師
も
、
「統

一

教
会
に
入
る
子
ど
も
の
親
は
何
で
も
話
せ
る
親
で
は
な

い
。
心
を
知
る
こ
と
が

大
事
。
自
分
の
子
育
て
に
つ
い
て
反
省
さ
せ
る
。
反
省
で
き
な
い
家
族
は

一
生

か
か

っ
て
も
成
功
し
な
い
」
と
述
べ
て
、
家
族
関
係
の
見
直
し
を
要
求
す
る
。

親
が
反
省
し
て
愛
情
を
も

っ
て
子
ど
も
を
受
け
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
ら
な
い

か
ぎ
り
、
救
出
は
成
功
し
な

い
の
で
あ
る
。

統

一
教
会
に
入
っ
た
子
ど
も
が
悪
い
の
で
は
な
い
こ
と
、
家
族
に
も
問
題
が

あ

っ
た
と
い
う
こ
と
、
子
ど
も
を
家
族
の
愛
情
で
受
け
と
め
て
や
る
こ
と
、
子

ど
も
は

マ
イ
ン
ド

・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
た
状
態
に
あ
る
こ
と
、
統

一
教
会
の

教
え
や
反
社
会
的
活
動
の
問
題
点
、
こ
れ
ら
を
十
分
に
理
解
す
る
ま
で
勉
強
が

つ
づ
け
ら
れ
る
。

家
族
全
員
が
勉
強
を
積
ん
だ
う

凡
で
、
適
切
な
時
期
を
見
計
ら

っ
て

「保
護
」

を
決
行
す
る
。
事
前
に
自
宅
以
外
の
マ
ン
シ
ョ
ン
に
部
屋
を
用
意
し
て
お

い
て
、

親
戚
に
協
力
を
要
請
す
る
。
家
族
と
親
戚
の
手
で
子
ど
も
を
捕
ら
え
、
本
人
が

嫌
が

っ
た
と
し
て
も
、
と
に
か
く

マ
ン
シ
ョ
ン
に
入
ら
せ
る
。
「保
護
」
し
た
マ

ン
シ
ョ
ン
で
は
、
子
ど
も
本
人
に
行
動
の
自
由
は
認
め
ら
れ
な

い
。
外
出
す
る

こ
と
も
統

一
教
会
に
連
絡
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
本
人
に
は

マ
ン
シ
ョ
ン
の

場
所
も
知
ら
さ
れ
な
い
。

「保
護
」
さ
れ
た
本
人
は
、
恐
怖
や
怒
り
を
感
じ
て
激
し
く
動
揺
す
る
。
元

信
者
の
T
さ
ん
は
、
「殺
さ
れ
る
と
思

っ
た
。
殺
さ
れ
る
と
い
う
の
は
、
霊
的
な

命
を
奪
わ
れ
る
こ
と
。
信
仰
を
捨
て
る
と
い
う
こ
と
は
、
霊
的
な
命
を
失
う
こ



と
。
す
ご
い
恐
怖
心
で
す
。
人
生
最
大
の
恐
惰
心
」
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
M

さ
ん
は
、
「
つ
か
ま

っ
た
と
き
は
、
サ
タ
ン
側
に
勝
た
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思

い
、
怒
鳴

っ
た
り
暴
れ
た
り
し
て
必
死
に
相
手
を
ね
じ
ふ
せ
よ
う
と
し
て
い
た
」

と

い
う
。
激
し
い
感
情
的
反
応
は
、
「保
護
」
し
て
か
ら
数
日
間
は
つ
づ
く
。

家
族
は
本
人
が
落
ち
着
く
の
を
辛
抱
強
く
待

つ
。
「保
護
」
し
て
か
ら
は
、
子

ど
も
に
対
し
て
愛
情
を
も

っ
て
接
す
る
よ
う
に
指
導
さ
れ
て
い
る
。
統

一
教
会

信
者
の
0
さ
ん
は

「保
護
」
で
の
生
活
に
つ
い
て
、
「そ
の
間
、
親
か
ら
愛
さ
れ

ま
す
。
食
事
も
豪
華
で
、

い
つ
ま
で
も
寝
て
い
ら
れ
る
し
。
統

一
教
会
の
こ
と

も
ど
う
で
も
よ
く
な

っ
て
戻
ら
な
く

て
も
い
い
と
思
う
よ
う
に
な
る
」
と
話
し

あ

で

て
い
る
。
子
ど
も

の
自
由
は
認
め
な

い
が
、
そ
れ
以
外
の
点
で
は
家
族
は
き
わ

め
て
親
切
に
ふ
る
ま
う
。

何
日
か
過
ご
し
て
本
人
が
落
ち
着

い
て
き
た
ら
、
救
出
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
元

信
者
た
ち
が
訪
れ
て
説
得
を
始
め
る
。
救
出
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
も
ち
い
る
説
得

材
料
は
、
統

一
教
会

の
非
合
法
的
な
資
金
収
集
活
動

(霊
感
商
法
、
イ
ン
チ
キ

募
金
)
、
教
祖
の
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
、

マ
イ
ン
ド

・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
実
態
、
統

一

教
会
で
真
理
そ
の
も

の
と
さ
れ
て
い
る

「原
理
」
の
内
在
的
矛
盾
、
教
理
解
説

書
の

『原
理
講
論
』
に
お
け
る
聖
書
解
釈

の
間
違
い
な
ど
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に

つ
い
て
、
様
ざ
ま
な
資
料
を
提
示
し
て
て
い
ね
い
に
説
明
す
る
。
し
か
し
信
者

に
と

っ
て
は
、
そ
う
し
た
説
得
は
単
な
る
誹
謗
中
傷
に
聞
こ
え
る
し
、
理
不
尽

に
責
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
し
か
感

じ
ら
れ
な
い
場
合
も
多

い
。
元
信
者
の
D

さ
ん
は
、
「
バ
カ
だ
と
け
な
さ
れ
た
。
こ
ん
な
簡
単
な
こ
と
が
な
ぜ
わ
か
ら
な

い

の
か
と
責
め
ら
れ
た
」
と

い
う
。
信
者
は
、
救
出
カ
ウ
ン
セ
ラ
…
が
指
摘
す
る

統

一
教
会
の
問
題
点
を
そ
の
と
お
り

に
は
受
け
と
ら
な

い
か
ら
、
な
か
な
か
説

得
に
応
じ
な
い
。
説
得

の
難
し
さ
に
つ
い
て
、
脱
会
し
て
か
ら
ず

っ
と
救
出
活

動
を
手
伝

っ
て
い
る
元
信
者
の
M
さ
ん
は
、
「本
人
が
本
当
に
会
話
し
ょ
う
と
す

る
ま
で
に
は
、
力
と
時
間
が
か
か
る
。
こ
れ
は
非
常
に
し
ん
ど
い
作
業
で
す
。

三
日
で
終
わ
る
と
き
も
あ
れ
ば
、
二
年
か
か
る
人
も
い
る
」
と

い
う
。

説
得
が
う
ま
く

い
っ
た
場
合
、
本
人
は

「原
理
」

の
間
違

い
を
認
め
て
脱
会

を
決
意
す
る
。
た
だ
し
、
本
人
が
脱
会
す
る
と
宣
言
し
て
も
、
す
ぐ
に
マ
ン
シ

ョ
ン
か
ら
出
し
て
も
ら
え
る
わ
け
で
は
な
い
。
自
分
で
は
も
う
や
め
た

つ
も
り

で
も
、
周
り
か
ら
見
れ
ば
、
ま
だ

「原
理
」
の
思
考
が
残

っ
て
い
る
と
見
な
さ

れ
る
こ
と
が
あ
る
。
元
信
者
T
さ
ん
は
、
「自
分
で
や
め
た
っ
て
思

っ
た
の
は
二

週
間
く
ら
い
。
で
も
周
り
か
ら
は

『原
理
』
的
に
考
え
て
い
る
と
い
わ
れ
た
」

と
い
う
。

マ
ン
シ
ョ
ン
を
出
る
た
め
に
は
、
救
出
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
説
得
を
手

伝
う
元
信
者
た
ち
か
ら
、
「原
理
」
の
マ
イ
ン
ド

・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
完
全
に
解

け
た
と
認
め
て
も
ら
う
必
要
が
あ
る
。
こ
こ
で
ジ
レ
ン
マ
に
陥
る
こ
と
も
あ
る
。

元
信
者
の
E
さ
ん
は
、
「原
理
」
の
間
違
い
に
気
づ

い
て
、
統

一
教
会
で
は
も
う

や
っ
て
い
け
な
い
と
思

っ
た
と
き
に
、
「ど
う
し
て
自
分
が
信
じ
て
し
ま

っ
た
の

か
を
知
り
た

い
な
と
思

っ
て
」
、
『原
理
講
論
』
と
聖
書
と
を

一
字

一
句
照
ら
し

合
わ
せ
て

「原
理
」
の
間
違
い
を
自
分
自
身

で
確
か
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

感
じ
た
。
し
か
し
、
も
う
い
ち
ど

『原
理
講
論
』
を
読
み
た
い
と
い
う
と
、
ま

だ
未
練
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
疑
わ
れ
る
。
「自
分
も
は
や
く
マ
ン
シ
ョ
ン
出

た

い
じ

ゃ
な

い
.で
す
か
。
だ
か
ら
い
わ
な
い
方
が
自
分
に
と

つ
て
プ
ラ
ス
な
の

か
な

っ
て
考
え
た
」
と
E
さ
ん
は
ふ
り
か
え
る
。

マ
ン
シ
ョ
ン
か
ら
出
し
て
も
ら
え
な

い
も
う
ひ
と

つ
の
理
由
と
し
て
、
偽
装

脱
会
0
疑

い
が
あ
げ
ら
れ
る
。
統

一
教
会
側
で
は
、
「保
護
」
を
警
戒
し
て
、
信

カル ト信者の救 出231



者
に
救
出
活
動
対
策
教
育
を
施
し

て
い
る
。
対
策
教
育
と
し
て
、
救
出
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
の
話
を
聞
か
な
い
こ
と
、
隙
を
見
て
逃
げ
出
す
こ
と
、
脱
出
が
無
理
な

と
き
に
は
脱
会
す
る
ふ
り

(偽
装
脱
会
)
を
し
て
家
族
を
油
断
さ
せ
て
マ
ン
シ

ョ
ン
か
ら
出
し
て
も
ら
い
、
そ
の
後

に
逃
げ
る
こ
と
が
す
す
め
ら
れ
る
。

一
度

失
敗
す
る
と
警
戒
が
強
く
な
る
の
で
、
二
度
目
の

「保
護
」
は
と
て
も
難
し
く

な
る
。
救
出
す
る
側
は
偽
装
脱
会
を
避
け
た

い
か
ら
、
ど
う
し
て
も
慎
重
に
な

る
。マ

ン
シ
ョ
ヅ
を
出
る
と
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
が
始
ま
る
。
リ
ハ
ビ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
と
し
て
、
マ
イ
ン
ド

・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
勉
強
、
聖
書
の
正
し
い
知

識
を
学
ぶ
こ
と
、
他
の
信
者
の
救
出
活
動
を
手
伝
う
こ
と
な
ど
が
す
す
め
ら
れ

る
。
他
の
信
者

の
説
得
を
手
伝
う

こ
と
は
、
か

つ
て
の
自
分
の
状
態
を
理
解
す

る
の
に
役
立
つ
。
E
さ
ん
は
、
他

の
信
者
の
説
得
現
場
を
訪
れ
て
、
説
得
す
る

側
に
ま
わ

っ
て
信
者
と
接
し
た
と
き

に
、
「考

え
方
が
同
じ
と
こ
ろ
を
ぐ
る
ぐ
る

と
回
り
は
じ
め
て
そ
こ
か
ら
抜
け
出
せ
な
く
な
る
。
ネ
ズ
ミ
み
た
い
に
ぐ
る
ぐ

る
と
回
り
続
け
て
い
る
。
人
が
説
得
さ
れ
て
い
る
の
を
見
る
と
、
そ
の
人
が
回

り
は
じ
め
る
の
が
わ
か
る
」
と
感
じ
た
と
い
う
。
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
期
間

が
終
了
し
た
後
も
救
出
活
動
を
手
伝

い
つ
づ
け
る
人
が
い
る

一
方
で
、
離
れ
る

人
も

い
る
。
判
断
は
本
人
の
自
由
に
ま
か
せ
ら
れ
る
。

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
が
必
要
な

の
は
、
脱
会
し
て
も
す
ぐ
に
は
社
会
復
帰

で
き
な

い
か
ら
で
あ
る
。
社
会
復
帰
を
妨
げ
る
要
因
と
し
て
、
脱
会
後
の
苦
悩

が
あ
る
。
元
信
者
が
直
面
す
る
ポ

ス
ト

・
カ
ル
ト
問
題
を
最
初
に
指
摘
し
た
の

は
昌
心
理
学
者

マ
ー
ガ
レ
ッ
ト

・
シ
ン
ガ
ー
で
あ
る

[Gり
一⇒
ゆq臼
レ
O
お
]
。
シ
ン
ガ

ー
に
よ
れ
ば
、
(1
)
抑
圧
、

(2
)
孤
独
、
(3
)
決
定
不
可
能
、
(4
)
心
理

的
鋭
敏
さ
の
か
す
み
、
(5
)
無
批
判
的
な
受
動
性
、
(6
)
カ
ル
ト
の
恐
怖
、

322

(7
)
ガ
ラ
ス
張
り
効
果

(家
族
か
ら
監
視
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
る
こ
と
の
つ
ら

さ
)
、
(8
)
説
明
の
苦
悩
、
(9
)
罪
、
(10
)
利
他
主
義
に
つ
い
て
の
困
惑
、

以
上
の
十
点
の
問
題
が
あ
る
と

い
う
。
実
際
、
脱
会
者
の
多
く
は

一
般
社
会
に

な
じ
む
ま
で
に
か
な
り
の
時
間
を
要
す
る
よ
う
で
あ
る
。

救
出
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
は
、
脱
会
者
に
大
き
な
負
担
を
強
い
る
デ
イ
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
の
欠
点
を
克
服
し
て
、
脱
会
者
を
心
理
的
に
サ
ポ
ー
ト
す
る
態
勢
を

そ
な
え
た
は
ず
だ

っ
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ポ
ス
ト

・
カ
ル
ト
問
題
は

い
っ
こ
う
に
軽
減
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

4

救
出
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ

の

コ
ミ

ュ
一一
ケ
ー
シ

ョ
ン

・
パ
タ

ー
ン

ふ
つ
う
ポ
ス
ト

・
カ
ル
ト
問
題
は
心
理
的
病
理
の
徴
候
と
見
ら
れ
る
。
だ
が
、

こ
の
見
方
は
脱
会
者
が
置
か
れ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
環
境
を
ま

っ
た
く
考

慮
し
て
い
な
い
。
ポ
ス
ト

・
カ
ル
ト
の
苦
境
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
脱
会
者

が
置
か
れ
て
い
る
状
況
に
目
を
向
け
る
必
要
が
あ
る
。
R

・
D

・
レ
イ
ン
に
よ

る
病
理
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
の
議
論
は
、
こ
の
視
点
か
ら
考
察

　ヨ

す
る
た
め
の
手
が
か
り
に
な
る
。

レ
イ
ン
の
議
論
は
、
徹
底
し
て
自
他
関
係
の
二
重
性

に
こ
だ
わ

っ
て
い
る
。

人
は
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
つ
い
て
の
確
か
な
感
覚
を
得
る
た
め
に
、
他
者
の

存
在
を
必
要
と
す
る
。
レ
イ
ン
は
い
う
σ
「女
性
は
、
子
供
が
な
く
て
は
母
親
に

な
れ
な
い
。
彼
女
は
、
自
分
に
母
親
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
与
え
る
た
め
に

は
、
子
供
を
必
要
と
す
る
。
男
性
は
、
自
分
が
夫
に
な
る
た
め
に
は
、
妻
を
必



要
と
す
る
。
愛
人
の
い
な

い
恋
人

は
、
自
称
恋
人
に
す
ぎ
な

い
」
P
巴
口
oq
糟

一㊤
①
一同
一Φ
胡
"
Φ凸
。
他
者
を
鏡
と
し
て
私
は
私
で
あ
る
こ
と
を
確
か
め
る
。
「ひ

と
は
、
あ
の
な

つ
か
し
い
友
の
、
あ

の
な
.つ
か
し
い
認
知
の
笑
顔
に
よ

っ
て
、

自
分
自
身
を
認
知
す
る
の
で
あ
る
」

冒
9・ぎ
mq
レ
O
①
一
亠

竃
9

一〇
巳
。
だ
か
ら
、

他
者
が

い
な

い
と
、
根
源
的
な
意
味
に
お
い
て
私
は
私
で
あ
る
こ
と
が
で
き
な

い
。
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
確
か
な
感
覚
を
も
つ
た
め
の
条
件
は
、
自
己
が
他

者
の
世
界
の
な
か
で
存
在
を
認
め
ら
れ
た
と
感
じ
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
他
者

の
世
界
の
な
か
に
居
場
所
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
た
と
き
、
私
は
自
己
の
存

在
の
確
か
さ
を
実
感
す
る
の
で
あ
る
。

け
れ
ど
も
、
他
者
は
い
つ
も
私
の
期
待
に
こ
た
え
て
く
れ
る
と
は
か
ぎ
ら
な

い
。
私
の
望
む
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
他
者
が
認
め
て
く
れ
な
か

っ
た
り
、
私

の
嫌
う
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
他
者
が
私
に
帰
属
さ
せ
た
り
す
る
こ
と
は
、
実

際
に
誰
も
が
よ
く
経
験
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
自
己
が
他
者
か
ら
見
ら
れ
る
客

体
で
あ
る
こ
と
は
、
潜
在
的
に
自
己
が
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と

で
も
あ
る
。
他
者
は
自
己
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
確
証
し
て
く
れ
る
存
在
で

あ
る
が
、
同
時
に
自
己
を
脅
か
す
危
険
な
存
在
に
も
な
り
う
る
。

自
己
に
と

っ
て
他
者
存
在

の
も
つ
こ
の
二
重

の
役
割
は
避
け
ら
れ
な
い
。
自

己
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
確
か
な
感
覚
を
も
つ
こ
と
が
、
ひ
と
り
の
独
立
し

た
存
在
と
し
て
他
者
と
関
係
す
る
た
め
の
条
件
で
あ
り
な
が
ら
、
自
己
の
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
確
か
さ
は
他
者
か
ら
の
確
認
に
よ

っ
て
い
る
。
も
し
私
が
、

他
者
と
の
い
っ
さ
い
の
関
係
か
ら
身
を
引
い
て
自
分
だ
け
の
空
想

の
な
か
に
閉

じ
こ
も
る
な
ら
ば
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
確
か
さ
は
維
持
で
き
な
い
の
で
あ

る
。

他
者
か
ら
確
認
さ
れ
な
い
よ
う
な
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
は
、
ま

っ
た
く
不
安

定
な
も
の
で
あ
る
。
そ
の
と
き
私
は
私
の
な
か
の
世
界
に
安
住
す
る
こ
と
も
で

き
な

い
し
、
他
者
の
世
界
の
な
か
に
身
を
置
く
場
所
を
見
つ
け
る
こ
と
も
で
き

な
く
な
る
。
こ
の
よ
う
な
、
ど
こ
に
も
身
を
置
く
こ
と
が
で
き
な
い
宙
ぶ
ら
り

ん
の
状
態
を
指
し
て
、
レ
イ
ン
は

「安
住
し
え
な
い
境
地
」
と
い
っ
た
。
「安
住

し
え
な

い
境
地
に
お
い
て
は
、
た
と
え
、
彼
が
ど
の
よ
う
に
感
じ
、
ど
の
よ
う

に
行
動
し
よ
う
と
も
、
ま
た
状
況
が
ど
ん
な
意
味
を
持

っ
て
い
よ
う
と
も
、
彼

の
感
情
は
正
当
性
を
は
ぎ
と
ら
れ
、
彼
の
行
為
は
そ
の
動
機
、
意
図
、
結
果
を

む
し
り
去
ら
れ
、
状
況
は
そ
の
意
味
を
奪
わ
れ
る
」
P
巴
旨
ゆq
し

㊤
①
一
凵
一
㊤
胡

"

一刈
一圉

こ
の
と
き
、
人
は

「存
在
論
的
不
安
定
」
の
状
態
に
陥
る
。

「存
在
論
的
不
安
定
」
に
あ
る
人
は
、
自
己
を
生
き
た
も
の
と
し
て
で
は
な

く
死
ん
だ
も
の
と
し
て
、
実
在
的
な
も
の
と
し
て
で
は
な
く
非
実
在
的
な
も
の

と
し
て
、
世
界
の
残
余
か
ら
あ
や
ふ
や
に
し
か
区
別
さ
れ
な
い
も
の
と
し
て
感

じ
る
。
存
在
論
的
に
安
定
し
て
い
る
こ
と
は
、
自
己
が
自
己
で
あ
る
と
感
じ
ら

れ
る
た
め
の
要
件
で
あ
る
。
レ
イ
ン
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。
「自
己

の
存
在
が
こ
の

一
次
的
経
験
的
意
味
で
安
定
し
て
い
る
人
間
で
は
、
他
者
と
の

か
か
わ
り
は
潜
在
的
に
は
充
足
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
存
在
論
的
に
不
安
定
な

人
間
は
、
自
己
を
充
足
さ
せ
る
よ
り
も
保
持
す
る
こ
と
に
精
い
っ
ぱ

い
な
の
で

あ
る
。
日
常
的
な
生
活
環
境
さ
え
が
、
彼
の
低

い
閾
値
を
脅
か
す
の
で
あ
る
」

[い
9。
ぎ
oqし
8
0此

㊤
§

紹
]。

「安
住
し
え
な
い
境
地
」
は
、
あ
る
タ
イ
プ
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

●
パ

タ
ー
ン
に
よ

っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
社
会
関
係
に
お
い
て
発
生
し
や
す
い
。
た

と
え
ば
、
家
族
で
あ
る
。
家
族
の
よ
う
に
緊
密
に
結
び

つ
い
た
集
団
で
は
、
メ
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ン
バ
ー
の
誰
か
が

「存
在
論
的
不
安
定
」
の

「安
住
し
え
な
い
境
地
」
に
置
か

れ
る
可
能
性
が
高
く
な
る
。
自
己

の
統
合
が
家
族
の
統
合
に
依
存
し
て
い
る
と

き
、
私
は
家
族
の
な
か
の
他
の
メ
ン
バ
ー
に
も
同
じ
よ
う
に
家
族
に
コ
ミ
ッ
ト

す
る
こ
と
を
求
め
る
だ
ろ
う
。
他

の
メ
ン
バ
ー
が
家
族
に
コ
ミ
ッ
ト
し
て
い
る

と
感
じ
ら
れ
る
と
き
、
私
は
安
心
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
も
し
家
族
が
破
壊
さ

れ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
私
が
破
壊
さ
れ
る
こ
と
と
同
じ
で
あ
る
。
危
機
に
陥

っ

た
家
族
の
内
部
で
は
、
ト
ラ
ン
ス
パ
ー
ソ
ナ
ル
な
防
衛
機
能
が
働
く
と
レ
イ
ン

は
い
う
。
ト
ラ
ン
ス
パ
ー
ソ
ナ
ル
な
防
衛
と
は
、
「自
己
の
内
的
世
界
を
守
る
た

め

に
、
他

者

の
内
面

世
界
を
統

御

し
よ
う

と
企

て
る
防
衛
」

P

巴
づ
oq
℃

一りO
Φ
11
一
Φ
お
"
Nω
]
で
あ
り
、
家
族

の
統
合
を
維
持
す
る
た
め
の
戦
略
と
し
て
機

能
す
る
。
精
神
分
析
に
お
け
る
防
衛

は
ふ
つ
う
自
己
に
よ
る
自
己
の
内
面

へ
の

働
き
か
け
の
こ
と
で
あ
る
が
、
家
族

の
な
か
で
は
自
己
を
守
る
た
め
の
防
衛
機

能
が
他
者
の
内
面
に
ま
で
お
よ
ぶ
。

家
族
の
統
合
は
、
メ
ン
バ
ー
そ
れ
ぞ
れ
が
同
じ
よ
う
に

「わ
れ
わ
れ
」
家
族

の
像
を
内
面
化
し
、
家
族
に
同

一
化
す
る
こ
と
に
か
か

っ
て
い
る
。
ひ
と
り
で

も
家
族
に
背
を
向
け
る
者
が
い
れ
ば
、
家
族
の
統
合
は
破
壊
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
。
家
族
は
統
合
を
守
る
た
め
に
家
族
を
破
壊
す
る
者
の
内
面
に
働
き
か
け
る
。

家
族
の
防
衛
機
能
は
、
人
を

「安
住
し
え
な
い
境
地
」
に
追
い
や
る
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
形
態
を
と
る
。

救
出
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
は
、
こ
の
よ
う
な
家
族
の
防
衛
機
能
と
し
て
、
人
を

「安
住
し
え
な
い
境
地
」
に
置
く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
よ

っ
て
特
徴
づ
け
ら

れ
る
。
救
出
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

・
パ
タ
ー
ン
は
、
「無

効
化
」
と

「属
性
付
与
」
、
そ
し
て

.「自
発
的
で
あ
れ
!
」
と

い
う
命
令
が
組
み

合
わ

さ
れ

た
も

の

で
あ

る

。

こ

れ

ら
す

べ

て
が

、

レ

イ

ン

の

い
う

「
混

乱

さ

せ

た
り

け

む

に
ま

い
た
り

す

る

対
人

行

動
」

[い
p
首
Φq
し

O
①
一
11
一
り
刈
釦
口

蕊

]
に
あ

た

(12
)

る
。

「無
効
化
」
と
は
、
あ
る
人
の
意
志
を
無
効
な
も
の
と
見
な
す
こ
と
に
よ

っ

て
実
際
に
そ
の
効
力
を
奪
う
こ
と
で
あ
る
。
「無
効
化
」
は

「属
性
付
与
」
と
セ

ッ
ト
で
も
ち
い
ら
れ
る
。
人
に
あ
る
属
性
を
付
与
す
る
こ
と
は
、
そ
の
人
間
を

.

特
定
の
境
地
に
置
く
行
為
で
あ
り
、
暗
黙
の
・ワ
ち
に
し
た
が
わ
れ
る
べ
き
命
令

と
し
て
の
力
を
も

つ
。
レ
イ
ン
の
引

い
た
つ
ぎ
の
例
が
わ
か
り
や
す
い
。

母

・

・

(十

四
歳

の
娘

に
)

お

ま
え

は
悪

い
子
だ

よ

。

娘

・

・
い
い
え

、

私

は

そ

ん
な

じ

ゃ
な

い
わ
。

母

・

・
い

い
え

、

お

ま
え

は

そ
う

な

ん
だ

よ
。

娘

・

・
ジ

ャ

ッ
ク
お

じ
さ

ん
は

そ
う

思

っ
て

ら

っ
し

ゃ
ら
な

い
わ

。

母

・

・
彼

は

、

私

が
愛

し

て

い
る

よ

う

に

は

お

ま
え

を

愛

し

て

い
な

い

よ

。

母
親

だ

け
が

娘

の
真

実

を

ほ

ん
と

う

に

知

っ
て

い
る

ん

だ

し

、

ま

た

私

の
よ
う

に
お

前

を

愛

し

て

い
る

者

だ

け

が

、

そ

の

こ
と

が

な

ん

で
あ

ろ

う

と

、

お
ま

え

自

身

の
真

実

を
話

し

て

や

れ

る

の
だ

よ

。

も

し

お

ま
え

が
私

を

信

じ
な

い

の
な
ら

、

お

ま
え

自

身

よ

く
鏡

を

見

た

ら

ど
う

な

の
。

そ
う

し

た

ら

私

が

真

実

を

言

っ
て

い
る

の
が

わ

か

る

わ

よ

。

[い
靉
三
◎q

℃

一
8

⑩
陪
一
〇
お

口

Q。
㎝
]

母
親
の
言
葉
に
よ

っ
て
、
娘
自
身
の
主
張
を
無
効
に
す
る
感
情
が
娘
の
も
の

に
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
母
親
だ
け
が
娘
の
真
実
を
知

っ
て
い
る
と

い
わ
れ
る
。
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こ
こ
で
、
「悪
い
子
」
と

い
う
否
定
的
な
評
価
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
が
問
題
と
い

う

の
で
は
な

い
。
レ
イ
ン
が
い
う
よ
う
に
、
「悪
い
子
」
を

「
か
わ
い
い
」
に
変

え
て
も
構
造
は
同
じ
で
あ
る
。
ど
れ
だ
け
母
親
が
娘
に
対
し
て
優
し
く
愛
情
を

も

っ
て
接
し
て
も
、
同
じ

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

・
パ
タ
ー
ン
で
あ
れ
ば
、
娘

は
混
乱
す
る
。
要
は
、
「お
前
は
、
自
分
が
そ
の
よ
う
に
感
じ
て
い
る
と
考
え
る

か
も
し
れ
な
い
が
、
お
前
は
ほ
ん
と
う
は
そ
の
よ
う
に
感
じ
て
い
る
の
で
は
な

い
と
い
う
こ
と
を
私
は
知

っ
て
い
る
」
P
鉱
轟
"
一り①
一11
一〇
刈
田

一〇ω
]
と
伝
え
る

よ
う
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
問
題
で
あ
る
。

マ
イ
ン
ド

.
コ
ン
ト
ロ

、
ー
ル
さ
れ
た
統

一
教
会
信
者
は
自
分
で
.自
分
の
意
志

が
わ
か
ら
な
い
状
態
に
な

っ
て
い
る
、
と
想
定
す
る
救
出
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
は
、

ま
さ
に
こ
の
よ
う
な

「無
効
化
」
と

「属
性
付
与
」
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

に

一
致
す
る
。
レ
イ
ン
に
よ
れ
ば
、
「
こ
の
種
の
属
性
付
与
に
遭
遇
し
た
人
間
は
、

脚
下
に
堅
固
な
土
台
が
な
い
限
り
、
自
分
の
意
図
や
感
情
が
ど
ん
な
も
の
で
あ

る
か
を
知
る
の
に
困
難
を
お
ぼ
え
る
だ
ろ
う
。
さ
も
な
け
れ
ば
、
彼
は
自
分
が

あ
れ
こ
れ
の
こ
と
を

い
つ
感
じ
る
の
か
、
ま
た
自
分
の
す
る
こ
と
を
ど
う
定
義

づ
け
れ
ば
よ
い
の
か
が
、
も
は
や
わ
か
ら
な
く
な
る
」
寧
達

"一
りω
冒

マ
イ
ン
ド

・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と
は
、
「本
人
に
は
自
分
の
意
志
で
納
得
ず
く
で

や

っ
て
い
る
と
思
わ
せ
な
が
ら
、
そ

の
人
の
心
を
操
る
こ
と
」
[マ
イ
ン
ド

・
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
研
究
所
編
、
一
〇
りS

一〇
ω
]
と
定
義
さ
れ
る
。
こ
の
見
方
に
し
た
が

う
と
、
本
人
が
自
分
の
意
志
で
信
仰
し
て
い
る
の
だ
と
主
張
す
る
こ
と
じ
た
い

が
、
マ
イ
ン
ド

・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
証
拠
に
な
る
。
救
出
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
ス

テ
ィ
ー
ヴ
ン

・
ハ
ッ
サ
ン
は
、
「私
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、

マ
イ
ン
ド

・
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
集
団
に
ど
ん
な
に
深
入
り
し
た

メ
ン
バ
ー
で
も
、
心
の
深
い
深
い
と
こ
ろ

で
は
脱
出
し
た

い
と
願

っ
て

い
る
の
だ
と

い
う
信
念

に
か
か

っ
て
い
る
」

[国
o
ωωp
P
一り
。。。。11
一㊤
㊤
ω
H
b。b。
N
]
と
主
張
す
る
。
こ
の
よ
う
な
信
念
を
も

っ
て
す

れ
ば
、
信
者
が

「自
分
は

マ
イ
ン
ド

・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
て
い
な

い
」
と
ど

れ
だ
け
強
く
主
張
し
た
と
し
て
も
、
そ
う
い
い
張
る
信
者
の
口
調
や
態
度
の
激

し
さ
に
マ
イ
ン
ド

・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
証
拠
を
見
て
と
る
だ
ろ
う
。
ほ
ん
と
う

は
脱
会
し
た
が
っ
て
い
る
の
に
、
彼
ら
は
そ
の
こ
と
に
気
づ
い
て
い
な

い
だ
け

な
の
だ
と
救
出
カ
ウ
ン
セ
ラ
L
は
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
環
境
で
説
得
さ
れ
つ
づ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
多
く
の
信
者
が
脱
会
を

決
意
す
る
。
信
仰
が
保
て
な
く
な
る
理
由
と
し
て
、
統

一
教
会
信
者
0
さ
ん
は
、

「恨
み
の
思

い
と
感
謝
で
き
な
い
と
い
う
気
持
ち
が
あ
り
、
神
さ
ま
に
つ
な
が
る

こ
と
が
で
き
な
く
な
る
。
そ
う
な

っ
て
し
ま
う
と
、
も
う
ど
う
で
も
よ
く
な

つ

て
し
ま
う
」
と
説
明
す
る
。

脱
会
を
決
意
し
た
場
合
で
も
、
「安
住
し
え
な
い
境
地
」
か
ら
逃
れ
る
の
は
難

し

い
。
本
人
の
脱
会
宣
言
は
す
ぐ
に
は
信
用
さ
れ
な

い
か
ら
で
あ
る
。
ま
ず
偽

装
脱
会
が
疑
わ
れ
る
。
た
と
え
偽
装
で
な

い
と
認
め
ら
れ
て
も
、
そ
れ
が
自
発

的
な
脱
会
で
な
い
と

い
け
な
い
。
み
ず
か
ら
の
主
体
的
な
判
断
で
脱
会
す
る
の

で
な
い
か
ぎ
り
、
マ
イ
ン
ド

・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
解
け
た
こ
と
に
は
な
ら
な

い

か
ら
で
あ
る
。

こ
こ
に
は
、
「自
発
的
で
あ
れ
ー
」

と
い
う
命
令
と
同
型
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン

・
パ
タ
ー
ン
が
見
ら
れ
る
。
「自
発
的
で
あ
れ
ー
」

と
い
う
命
令
は
パ
ラ
ド

ッ
ク
ス
に
な
る
。
命
令
を
実
行
し
よ
う
と
す
る
と
命
令
に
反
す
る
こ
と
に
な
り
、

し
た
が
う
こ
と
が
で
き
な
い
。
家
族
の
よ
う
に
拒
否
す
る
こ
と

の
困
難
な
関
係

の
な
か
で

「自
発
的
で
あ
れ
!
」
と

い
う
命
令
が
出
さ
れ
る
と
、
コ
ミ

ュ
ニ
ケ

カル ト信者の救出235



ー
シ
ョ
ン
が
病
理
的
に
な
る
傾
向

が
あ
る
。
命
令

に
し
た
が

っ
た
と
し
て
も
、

自
発
的
で
は
な
い
と
非
難
さ
れ
る
し
、
自
分
の
意
志
を
貫
い
て
命
令
に
逆
ら
え

ば
、
逆
ら

つ
た
こ
と
で
非
難
さ
れ
る
。

こ
の
命
令
か
ら
逃
れ
る
方
法
は
、
家
族
か
ら
離
脱
し
て
し
ま
う
こ
と
で
あ
る
。

し
か
し
、
そ
れ
は
簡
単
で
は
な
い
。
「保
護
」
さ
れ
た
信
者
が
ど
れ
だ
け
自
分
の

意
志
に
よ
る
信
仰
を
主
張
し
て
も
、

マ
イ
ン
ド

・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
理
論
に
よ
っ

て
そ
の
主
張
は
無
効
に
さ
れ
て
し
ま
う
。
お
ま
え
は
統

一
教
会
に
入
っ
て
悪

い

こ
と
を
す
る
よ
う
な
子
ど
も
で
は
な
か

っ
た
は
ず
だ
、
と

「属
性
付
与
」
さ
れ

る
。
さ
ら
に
、
本
人
が
説
得
に
応
じ

て
脱
会
を
決
意
し
た
と
し
て
も
、
こ
ん
ど

は
そ
の
脱
会
の
意
志
が
偽
装
脱
会

で
は
な
い
か
と
疑
わ
れ
、
無
効
に
さ
れ
る
。

脱
会
宣
言
が
認
め
ら
れ
た
後
も
、
家

族
は
子
ど
も
が
ま
だ

マ
イ

ン
ド

・
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
か
ら
完
全
に
は
解
放
さ
れ
て

い
な
い
の
で
は
な
い
か
と
心
配
す
る
。
脱

会
者
が
す
ぐ
に
は
元
の
生
活
に
戻
ら
な
い
こ
と
が
、
家
族
の
心
配
を

い
っ
そ
う

増
大
さ
せ
る
。
N
牧
師
に
よ
れ
ば
、
「統

一教
会
で
の
生
活
が
長
け
れ
ば
長

い
ほ

ど
社
会
復
帰
も
難
し
く
な
り
、
社
会

に
再
適
応
す
る
よ
う
に
な
る
ま
で
に
時
間

が
か
か
る
。
な
か
な
か
社
会
復
帰
し
な

い
子
ど
も
を
見
て
、
親
は
子
ど
も
が
再

び
統

一
教
会
に
戻
る
の
で
は
な

い
か
と
不
安
に
な
る
」
と

い
う
。
こ
の
よ
う
に

家
族
か
ら
心
配
さ
れ
る
こ
と
が
、

じ
つ
は
脱
会
者
を

「安
住
し
え
な
い
境
地
」

に
縛
り
つ
け
て
い
る
の
で
あ
る
。
脱
会
者
は
自
発
的
に
な
る
よ
う
に
命
じ
ら
れ

る
が
、
自
発
的
に
ふ
る
ま
う
と
、
ま
だ

マ
イ
ン
ド

・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
解
け
て

い
な

い
と
思
わ
れ
る
。
こ
う
し
て
脱
会
者
の

「安
住
し
え
な

い
境
地
」
は
い
つ

ま
で
も
つ
づ
く
。

こ
の
状
況
か
ら
逃
れ
る
の
が
困
難

で
あ
る
理
由
は
、
家
族
と

い
う
関
係
の
性

質
に
よ
る
こ
と
を
レ
イ
ン
は
示
唆
し
て
い
る
。
子
ど
も
に
と

っ
て
母
親
や
家
族

362

が
危
険
を
発
生
す
る
当

の
対
象
物
で
あ
る
状
況
に
お
い
て
、
「彼
ら
は
、
母
親
や

家
族
が
自
分
た
ち
を
窒
息
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
と
感
じ
る
。
彼
ら
は
恐
ろ
し

く
な
り
逃
げ
出
し
た
く
思
う
。
だ
が
、
彼
ら
が
怖
が
れ
ば
怖
が
る
ほ
ど
、
家
族

は

一
層
怖
が
り
か
つ
怖
が
ら
す
よ
う
に
な
る
。
彼
ら
は
、
自
分
た
ち
を
怖
が
ら

せ
る
も
の
に
救
い
を
求
め
て
し
が
み
つ
く
。
熱

い
鉄
板
に
手
を
触
れ
て
、
そ
の

手
を
引

っ
こ
め
な
い
で
逆
に
も

っ
と
強
く
鉄
板
に
押
し
つ
け
る
ひ
と

の
よ
う
な

も
の
で
あ
る
」
P
鉱
轟

レ
8
一11
一〇
誤
昌
○。
出
。

大
切
な
の
は
、
し
が
み
つ
か
れ
る
家
族
の
側
も

「安
住
し
え
な
い
境
地
」
に

置
か
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
乳
房
を
求
め
て
泣
く
赤
ん
坊
は
、
乳
房
が
差
し

出
さ
れ
て
も
引

っ
こ
め
ら
れ
て
も
泣
く
。
母
親
は
、
ふ
く
ま
せ
る
こ
と
も
切
り

上
げ
る
こ
と
も
で
き
な

い
ダ
ブ
ル

・
バ
イ
ン
ド
状
況
に
置
か
れ
る
。
そ
の
結
果
、

母
親

(家
族
)
と
子
ど
も
は
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
連
携
し
て

「相
互
共
謀

的
窮
地
」
[大
村
、
一〇。。㊤
]を
生
み
出
し
て
し
ま
う

の
で
あ
る
。

救
出
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
は
、
強
制
的

・
暴
力
的
な
方
法
の
問
題
点
を
克
服
し

た
点
で
洗
練
さ
れ
た
方
法
と

い
え
る
。
だ
が
、
方
法
が
洗
練
さ
れ
た
こ
と
に
よ

っ
て
、
図
ら
ず
も
脱
会
者
本
人
を

(そ
し
て
、
と
き
に
は
家
族
全
員
を
)
「安
住

し
え
な
い
境
地
」
に
置
く

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

・
パ
タ
ー
ン
を
取
り
込
む
こ

と
に
な
っ
た
。

「安
住
し
え
な

い
境
地
」
に
置
か
れ
た
脱
会
者
た
ち
は
、
自
分
の
い
ま
い
る

状
況
を
定
義
す
る
こ
と
が
難
し
く
な
る
。
自
己
が
自
己
で
あ
る
と

い
う
確
か
な

感
覚
が
得
ら
れ
ず
、
日
常
的
な

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
さ
え
困
難
に
な
る
。
元

信
者
の
E
さ
ん
は
、
「人
の
話
が
聞
け
な
く
な

っ
た
。

い
ま
で
も
、
人
の
話
を
聞



い
て

い

て
、

ポ

ー

ッ
と

し

て

い
る

こ
と

が

あ

る
。

話

が

頭

に
入

ら

な

い

で
、
抜

」

け

て

い
く

。

集

中

力

が

な

く

な

っ
た

」

と

話

し

て

い
る

。

家

族

と

の
関

係

が
う

ま

く

い
か

な

い
ケ

ー

ス
も
多

い
。

こ
れ

ら

は

マ
イ

ン
ド

・
コ
ン
ト

ロ
ー

ル
の
後

遺

症

と

い
う

よ
う

な

心

理

的

病

理

の
徴

候

で
は

な

く

、

救

出

カ

ウ

ン
セ

リ

ン

グ

の

コ
ミ

ュ
ニ
ケ

ー

シ

ョ

ン

・
パ

タ

ー

ン
そ

の
も

の

の
問
題

で
あ

る

。

5

ポ

ス
ト

・
カ

ル
ト

か
ら
の
回
復

自
発
的
な
脱
会
を
目
的
と
す
る
救

出
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
は
、
初
期
に
お
こ
な

わ
れ
て
き
た
強
制
的

・
暴
力
的
な
方
法

へ
の
反
省
か
ら
生
み
出
さ
れ
た
の
だ

っ

た
。
カ
ル
ト
信
者
本
人
の
意
志
を
尊
重
す
る
こ
と
は
、
正
当
に
評
価
さ
れ
る
べ

き
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
家
族

の
愛
を
強
調
す
る
救
出
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

・
パ
タ
ー
ン
は
、
脱
会
者
を

「安
住
し
え
な
い
境
地
」

に
縛
り
つ
け
る
。

そ
し
て
、
家
族
も
ま
た

「安
住
し
え
な

い
境
地
」
に
置
か
れ
る
。
救
出
活
動

で
は
、
子
ど
も
を
救
出
し
な

い
の
は
親
と
し
て
の
愛
情
の
欠
如
で
あ
る
と
い
わ

れ
る
。
親
と
し
て
の
愛
を
示
す
た
め
に
も
子
ど
も
を
救
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
親
の
愛
情
は
、
正
し
い
方
法
で
救
出
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
証
明
さ
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
正
し

い
方
法

に
は
、
子
ど
も
を
混
乱
さ
せ
る
要
素
が
含

ま
れ
て
い
る
。
親
が
愛
情
を
も

っ
て
接
し
よ
う
と
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
ま
す
ま

す
子
ど
も
の
混
乱
は
ひ
ど
く
な
る
。
混
乱
し
た
子
ど
も
に
対
し
て
、
家
族
は
愛

情
を
そ
そ
ぐ
こ
と
の
ほ
か
に
手
だ
て
を
も
た
な

い
。
愛
情
を
そ
そ
い
で
も
子
ど

も
は
こ
た
え

て
く
れ
ず
、
混
乱
す
る
ば
か
り
で
あ
る
。
家
族
は
疲
れ
果
て
、
ど

う
し
て
よ
い
か
わ
か
ら
な
く
な
る
。

混
乱
し
た
状
態
に
あ
る
脱
会
者
た
ち
が
、
ポ
ス
ト

・
カ
ル
ト
問
題
か
ら
回
復

す
る
た
め
に
は
、
「存
在
論
的
安
定
」
を
取
り
戻
す
必
要
が
あ
る
。
家
族
が
そ
の

手
助
け
を
す
る
の
は
難
し
い
。
な
ぜ
な
ら
、
家
族
と
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

こ
そ
が
、
脱
会
者
た
ち
を
混
乱
さ
せ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
救
出
カ
ウ
ン
セ
ラ

ー
は
、
家
族
が

一
体
に
な
る
こ
と
ば
か
り
強
調
す
る
。
だ
が
、
ポ
ス
ト

・
カ
ル

ト
の
苦
悩
は
、
家
族
が
強
い
絆
で
結
ば
れ
て
い
る
こ
と
じ
た

い
が
問
題
に
な
る

ケ
ー
ス
と
い
え
る
。
レ
イ
ン
は
、
「そ
も
そ
も
人
間
的
な
か
か
わ
り
が
成
立
し
う

る
の
は
、
分
離
は
し
て
い
る
も
の
の
孤
立
は
し
て
い
な

い
存
在
者

の
あ

い
だ
に

だ
け
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
孤
立
者
で
は
な

い
し
、
か
と

い
っ
て
同

一
の
身
体

に
属
す
る
諸
部
分
で
も
な
い
」
[い
巴
⇒
ひq
レ
ΦO
O
11
一雪
一
"
N
◎。]
と
い
う
。

一
つ
の
有

機
体
で
あ
る
か
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
家
族
の
な
か
で
、
人
は

「安
住
し
え
な

い
境
地
」
に
縛
り
つ
け
ら
れ
る
。
他
者
と
の
人
間
的
な
か
か
わ
り
は
、
他
者
と

の
分
離
が
確
立
さ
れ
た
・?
尺
で
実
現
さ
れ
る
。
「保
護
」
と

い
う
特
殊
な
環
境
で

過
度
に
密
接
に
結
ば
れ
た
家
族
関
係
は
、
ポ
ス
ト

・
カ
ル
ト
か
ら
の
回
復
を
阻

害
し
か
ね
な
い
。

脱
会
者
の
多
く
は
、
助
け
て
く
れ
た
こ
と
で
家
族
に
感
謝
す
る
と
同
時
に
、

自
分
の
体
験
に
つ
い
て
は
家
族
に
理
解
さ
れ
な
い
と
も
感
じ
て
い
る
。
元
信
者

M
さ
ん
が
、
「統

一
教
会
の
人
間
関
係
の
魅
力
は
、
た
ぶ
ん
家
族
は
理
解
で
き
な

い
だ
ろ
う
」
と

い
う
よ
う
に
、
多
く
の
脱
会
者
が
統

一
教
会
の
よ
い
面
も
積
極

的
に
認
め
て
い
る
。
こ
れ
は
家
族
に
は
理
解
さ
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、

元
信
者
の
D
さ
ん
は
、
「統

一
教
会
の
こ
ど
は
、
体
験
し
て
い
な
い
人
に
は
通
じ

な

い
話
、
わ
か
ら
な
い
話
が
あ
る
。
家
族
に
も
わ
か

っ
て
も
ら
え
な
い
部
分
で

カル ト信者 の救出237



す
。
家
族
は
、
聞

い
て
く
れ
よ
う
と
す
る
し
、
わ
か
っ
て
く
れ
よ
う
と
す
る
の

だ
け
ど
、
そ
れ
で
も
わ
か
り

っ
こ
な

い
部
分
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
が
わ
か
る
の

は
元
信
者
の
人
た
ち
」
と

い
う
。
こ

の
よ
う
に
主
張
す
る
こ
と
で
、
脱
会
者
た

ち
は
家
族
と
の
距
離
を
と
ろ
う
と
す

る
。

い
っ
た
ん
は
戻

っ
た
家
族
の
な
か
に

安
住
で
き
な
い
の
だ
と
し
た
ら
、
も
う

い
ち
ど
離
れ
て
み
る
し
か
な
い
だ
ろ
う
。

他
の
脱
会
者
と
の
交
わ
り
は
、
家
族

の
な
か
に
い
る
よ
り
も
安
心
で
き
る
。
」

他
の
脱
会
者
と
の
か
か
わ
り
の
な
か
で
脱
会
者
た
ち
が
求
め
る
の
は
、
「無
効
化
」

や

「属
性
付
与
」
さ
れ
な

い
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
。
人
間
は
他
者
の

世
界
の
な
か
に
自
分
の
場
所
を
求

め
る
が
、
そ
こ
で
安
住
で
き
る
た
め
に
は
、

他
者
と
の
分
離
が
確
立
さ
れ
て
い
な

け
れ
ば
な
ら
な

い
。
カ
ル
ト
か
ら
の
救
出

と
い
う
激
し
い
感
情
的
な
体
験
を
し
た
後
の
家
族
は
、
以
前
よ
り
も
密
接
な
絆

で
結
ば
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
が
、
そ

の
絆
の
強
さ
が
脱
会
者
に
と

っ
て
は
か
え

っ
て
居
心
地
の
悪
さ
に
も
な
る
の
で
あ
る
。

丁 注

 

(2
)

宗
教
研
究

者

の
多
く
は
、
価
値

判
断
的
な
含

み
を
嫌

っ
て
、

カ
ル
ト
よ
り
も

新
宗
教
と

い
う

言

い
方
を
好

む
。
確
か

に
分
析

概
念

と
し

て
の
カ
ル
ト

に
は

あ

い
ま

い
さ
や
価
値
判
断

の
問
題
が
あ

る
。

し
か
し
、
救
出
活
動

に
焦
点
を

合
わ
せ
た

研
究

の
場
合
、

カ
ル
ト
と

い
う
言
葉

は
、

}
般

の
人
び
と

が
い
だ

く
否
定
的
な
感
情
を
う

ま
く
表
現
す
る
点

で
利
用
価
値

が
あ

る

冖b」
o
o
恩
曾
9

一
〇
。。
斗

社
会
心

理
学

の
知
見

に
よ

っ
て
入
信
を
説
明
す

る

マ
イ

ン
ド

・
コ
ン
ト

ロ
ー

ル
理
論
に
対
し

て
、
櫻
井
義
秀
は
、

「複
雑
な
社
会
過
程
を
極
度
に
抽
象
化
し

た

モ
デ

ル
及
び
そ

の
実
験
結

果
か
ら
得
た
結
果
を

、
も
う

一
度
社
会
的
事
実

(
3
)

(
4
)

(5
)

(6
)

(7
)

へ
と
還
元

し
て
事

実
を
解
釈
す

る
方
法

そ
れ
自
体

に
問
題
が
あ

る
」

[櫻

井
、

382

一8
9

。。
。。
]
と
批
判
す
る
。
ア
メ
リ
カ
で
は
カ

ル
ト

に
関
連
す

る
裁
判

の
多
く

で
、

マ
イ

ン
ド

・
コ
ン
ト

ロ
ー

ル
理
論

の
妥
当

性
を
否
定
す

る
判
決

が

下
さ

れ

て
い
る

[藤
田
、
一
り
O
巴
。

世
界
基
督
教
統

一
神
霊
協

会

の
略
称

に
は

、
「
統

一
教
会
」
と

「統

一
協

会
」

の
二
種
類
が
使
わ
れ

て

い
る
。

教
団
は
略
称
と

し
て

「
統

一
教
会
」

を
採
用

し

て
い
る
が
、
統

一
教
会

に
批

判
的
な
論
者

の
多

く
は
、
宗
教

的
な
教
会

の

名

に
値
し

な

い
と

い
う
意

味

で

「統

一
協
会
」

を
も

ち

い
る
。

本
稿

で
は
、

教
団
が
主
張
す
る

「
統

一
教
会
」

の
略
称
を
使
う
。

一
九
七
五
年

に
フ
ラ
ン
ス

・
カ
ト
リ

ッ
ク
司
教
協

議
会
と
米
国
教
会

評
議
会

信
仰
職
制
委

員
会
、

一
九

八
五
年

に
日
本

カ
ト

リ

ッ
ク
司
教
団

、

一
九
八
六

年

に
ヴ

ァ
チ
カ

ン
教
皇
庁
と

日
本
基
督
教
団
が

そ
れ
ぞ
れ
統

一
教
会

を
キ
リ

ス
ト
教
と
は
認
め
な

い
旨

の
公
式
声

明
を
発
表

し
て

い
る
。
統

}
教
会

の
教

義

に
対
す

る
キ
リ

ス
ト
教

か
ら

の
批

判
は
、

イ

エ
ス
理
解

に
限
定
さ
れ
ず

、

汎
神
論
的

、
シ
ャ
ー
マ

ニ
ズ

ム
的
な
聖
書
解
釈
を
説
く

『原
理
講
論
』

(統

一

教
会

の
教
理
解

説
書

)

の
ほ
と

ん
ど
す

べ

て
の
箇
所

に

つ
い
て
、
聖
書

学

者

・
神
学
者
ら
は
異
端
的
要
素
を
指
摘
す
る

[浅

見
、

一
Φ
◎。
己

[江

原
、

一
り
。。
◎。
冒

最
近
に
な

っ
て
、
O
>
Z
は
度
重
な
る
サ
イ

エ
ン
ト

ロ
ジ

ー
と

の
訴
訟

の
末

に

破

産
し
た
た
め
、
資
産

が
競
売

に
か
け
ら
れ
、
組
織
名

や

ロ
ゴ

が
サ

イ

エ
ン

ト

ロ
ジ
ー

の
メ
ン
バ
ー
に
落
札
さ
れ
た
。

テ

ッ
ド

・
バ
ト
リ

ッ
ク
は
、

一
九

七
四
年

に
コ

ロ
ラ
ド
州
で
不
法
監
禁

に
よ

り
有

罪
判
決
を
受
け
た

の
を

は
じ
め
と
し

て
、
何
度
も

有
罪
と
な

っ
て

い
る

[国
奠
ヨ
畧

ω
秘
㊤
Q。
Q。
鰓
一
り
o。
Q。
冒

ア
メ
リ
カ
で
は
、
心
理

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

に
よ
る
救
出

カ
ウ

ン
セ

リ
ン
グ

の
費

用

は
、

一
日
あ
た
り

二
五
〇
～

一
〇
〇
〇
ド

ル
く

ら

い
が
相
場
と

い
わ
れ

て

い
る
。

日
本
で
は
、
牧
師
は
原
則
と

し

て
救
出

に
対
す

る
謝
礼
は
受

け
取
ら

な

い
と

い
う

。
だ
が
、
気
持
ち
程
度

の
謝

礼
な
ら
受
け

取
る
と

い
う
人

も

い



'

る
し

、
謝

礼
は
受
け

取
ら
な

い
が
車
代

は
受

け
取
る
と

い
う
人
も

い
て
、
」
微

妙
な
と
こ

ろ
で
あ
る
。

(8
)
家
族

に
よ
る
救
出
は

、
夫

が
妻
を
救
出
す

る
ケ
ー

ス
や
妻

が
夫
を
救
出
す

る

ケ
ー

ス
、
子

ど
も
が
親
を
救

出
す
る
ケ

ー
ス
も
あ

る
が
、

い
ち
ば

ん
多

い
の

は
親
が
子
ど

も
を
救
出
す

る
ケ
ー

ス
で
あ

る
。

こ
こ
で
は
、
救
出
を
主

に
親

が
子
ど
も
を

救
出
す

る
ケ

ー
ス
と
し

て
あ

つ
か

っ
て

い
る
。
調
査
は

一
九
九

八
年

三
月
か

ら
九
月

に
か

け
て
実

施
し
た
。
脱
会
後

に
救
出
活
動
を
手
伝

っ

て

い
る
元
信

者
四
名

へ
の
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
調
査

(
そ
れ
ぞ
れ
二
回
か
ら
五
回
)
、

脱
会

後
と
く

に
救

出
活
動

に
は
か
か
わ

っ
て
い
な

い
元
信

者

一
名

(
一
回
)
、

救

出
カ

ウ
ン
セ
リ

ン
グ
を
受

け
た
が
脱
会
し
な
か

っ
た
統

一
教
会
信
者

二
名

(
そ
れ
ぞ
れ
二
回
)

へ
の
イ

ン
タ
ビ

ュ
i
調
査
を
実
施
し
た
。
ま
た

、
家
族
が

勉
強
す

る
場

に
出

席
し
、

牧
師
、
家
族

へ
の
聴
取
り
も

随
時
お

こ
な

っ
た
。

本
文

に
引
用

し
た

信
者
、
元
信
者

、
牧
師
、
家
族

の
発

言
は
、
す

べ
て
こ

の

調
査

に
よ

る
。

(9
)
多
数
出
版
さ

れ
て

い
る
救
出

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
ガ

イ
ド
ブ

ッ
ク
の
内
容
は
、

統

一
教

会

の
反
社
会

性
、

マ
イ

ン
ド

・
コ
ン
ト

ロ
ー

ル
に
よ
る
勧
誘

、
元
信

者

や
家

族

の
手
記
と

い
っ
た
と

こ
ろ
が

一
般
的
で
あ
る
。
な
か

に
は
脱
会

届

の
文
例
ま

で
載
せ

て
い
る
本
も
あ
る
[田
口
、

一㊤
り
ト。
]
。

(10
)
0
さ
ん
は
、

「保
護
」
さ
れ

た
が
、
脱
会
を
偽
装
し

て

マ
ン
シ
ョ
ン
か
ら
出
し

て
も
ら

っ
た
後

に
ふ
た
た

び
統

一
教
会

に
戻

っ
た
。
そ

の
後
、
親

に
電
話
だ

け
は
し

て
い
る
が
、
自
分
の
居
場
所

は
知
ら

せ
て
い
な

い
と

い
う

。

(11
)
レ
イ

ン
は
精

神
病
者
と
診
断

さ
れ
た
人
び
と

が
、

一
般
に
思
わ
れ

て
い
る
よ

り
も
理
解
可
能

で
あ

る
こ
と
を

示
そ
う
と

し
た
。

狂
気
と
さ
れ
る
人
び
と

の

コ
ミ

ュ
ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン
は
、

正
気

と
さ
れ

る
人
び
と

の
世
界
か
ら
理
解
可
能

で
あ

り
、

二

つ
の
世
界
は
そ

れ
ほ
ど
隔
た

っ
て

い
な

い
。

し
た
が

っ
て
、
奥

村
隆

が
指
摘
す

る
よ
う

に
、
狂
気
と

さ
れ
る
人
び
と

の
状

況
と
戦
略
を
描
写

す

る
レ
イ

ン
の
議
論

は
、
正
気
と

さ
れ
る
人
び
と

の
状
況

と
戦
術
を
映
し
出

(12
)

す

の
に
有
効

で
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
[奥
村
、
一
り
Φ
◎。
"
①
ω
]。

レ
イ

ン
は
、
こ
の
よ
う
な
自
己
を
妨
害
し
破
壊
す
る

「混
乱

(O
O
コ
咄
⊆
ω
一〇
口
)
」

と
、
人
間
存

在
を
錬
磨
す

る
可
能
性

が
あ

る

「
葛
藤

(σ
o
口
自
o
け)
」

と
を
は

っ
き

り
区
別
し

て
い
る
。

レ
イ
ン

の
い
う
意
味

で
の

「
葛
藤
」

は

「存

在
論

的
安
宀厘

に
お

い
て
生
じ
る
が
、
「
混
乱
」

は

「存

在
論
的
不
安
宀匹

か
ら
生

じ
る
。

「葛
藤
」
と

「混
乱
」

の
違

い
は
、
シ

ェ
イ
ク

ス
ピ

ア
の
作
品

の
登
場

人
物

の
苦
悩
と
、
カ

フ
カ

や
ベ
ケ

ッ
ト
が
描
く
人
物

の
苦
悩

の
対

照
と

し

て

説
明

さ
れ
る
。
シ

ェ
イ

ク
ス
ピ

ア
の
人
物
は
、
ど
れ
だ

け
疑
惑

や
葛
藤

に
苦

し
ん
で
も
、
自
己

の
存

在
を

リ

ア
ル
で
生
き

た
も
の
と
し
て
経

験
し

て
い
る
。

一
方

、
カ

フ
カ
や

ベ
ケ

ッ
ト

が
描
く

の
は
、
生
き

て

い
る
と

い
う

こ
と
を

実

感

で
き
な

い
で

い
る
生

で
あ
る

[い
β。
ぎ
mq
』
㊤
①
O
ほ
一
〇
謡

区
○。
-㎝
O
]
。
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   Rescue from Cult : Untenable Positions of Ex-Moonies 

                      Futoshi WATANABE 

   Religious cult has been in a high state tension with their surrounding societal environment. 
Families of cult members opposed cult organizations with a vengeance. Some psychologists and 

psychiatrists accuse cult of recruiting young people in terms of either brainwashing or mind control. 
Families of cult members assume that their children need to be rescued from cult. Deprogramming and 

exit counseling are employed to rescue cultist from cult. 

  Ex-cultists who have been rescued by family often suffer from various psychological pains and 

troubles regarding communication after their disengagement from cult. Anguished states of ex-cultists 

are derived from the loss of primary ontological security of his/her own self. In this paper, we try to 

explain the relation of post-cult problems and the sort of communication patterns of exit counseling, 
instantiating the case study of rescue activities against Unification Church. 

   The sort of communication patterns reiterated through the whole process of exit counseling may 

confuse others and put them in untenable positions that R.D.Laing suggested. As a result of being 
exposed to such a communication pattern, ex-cultists could not have a firm sense of his/her own 

autonomous identity. 

   The method to rescue individuals from cult has shifted in its orientation from coercive way in the 

initial stage to current moderate way that emphasizes the love of family. But the close-knit of family 

tends to carry on the sort of communication that put others in untenable positions. That makes post-

cult problems knotted. 
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